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１．背景 

 私達のゼミでは、これまでに八王子の地域活性

化を目的として、八王子特産米である高月清流米

を利用した加工食品を開発する事業を行ってきま

した。そして生産農園そして地域企業と連携して、

米粉湯種パンを開発することができました。 

図 1. 丸田ゼミの産学連携相関図 

これまでの大学コンソーシアム八王子が実施する

様々な企画やイベントがきっかけとなり、多くの

企業、団体と連携することができました。その中で

"NPO 法人はちぷろ" (八王子産米の日本酒"高尾の

天狗"による町おこしプロジェクト)と連携して、日

本酒製造過程で発生する米粉を活用した加工製品

を開発する事業を開始しました。八王子高月地区

で生産される酒米から作られる吟醸酒"髙尾の天

狗"の製造過程で発生する大量の副産物の米粉は、

これまで有効活用されていませんでした。 

図 2. 吟醸酒製造過程で発生する副産物酒米米 

2. 目的 

本事業の目的は、この米粉をバイオマスとして捉

え、バイオ技術を用いて"NPO 法人はちぷろ"そして

地域企業と連携して優れた米粉の加工製品を開発

する事です。昨年度は NPO 法人はちぷろから提供

される酒米米粉デンプンの特性分析を行い、酒米

米粉の特性に適したしっとり系のスイーツの開発

に成功しました。その開発過程で酒米米粉は、ケー

キやクッキーなどへ応用すると硬くなってしまい、

これらには向いていないことがわかりました。し

かしながら、その結果からプラスティクの代替品

へ応用できる可能性を見出しました。そこで本年

度は、酒米米粉を利用したプラスティク代替品を

開発することを行いました。さらに、ジャガイモデ

ンプンを利用したバイオプラスティク製品を製造

している八王子のプラスティク成型会社セイホー

と連携して酒米米粉のデンプンを用いたバイオプ

ラスティクの開発も試みました。これにより地域

における食品ロス、プラスティク環境問題に貢献

することを目指します。  

特にプラスティク環境問題は、世界的に注目され

ており、その対応が急がれています。日本でも最近

になってスーパーのレジ袋の有料化や飲食店での

プラスティク製品・ストローなどの廃止が広まっ

ています。しかし、プラスティク製品がとても便利

で、私たちの生活に貢献してきたことは事実です。

使わないのではなく、プラスティクに替わる代替

品や生分解性のバイオプラスティク製品に置き換

えることが望まれます。従って、本事業の副産物の

米粉を利用したプラスティク代替品やバイオプラ

スティク製品を開発する試みは、とてもタイムリ

ーな活動になると思われます。 

 
3．プラスティク代替品の開発 

3-1. 食べられる米粉スプーンの成型加工 私たち

は、昨年の学生企画事業補助金の研究において酒

米米粉の優れた特性を明らかにしています。酒米の

デンプンの分子サイズは、熱が発生しないを条件で

調製したデンプンよりわずかに分子量が小さくなって
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いることが示されました。さらに粘度も糊化温度も一

般の米粉より低いことが示されました。この特性は、し

っとり系のスイーツに適していますが、ケーキやクッキ

ーでは硬くなりすぎて適していないことがわかりました。

本年度は、これを失敗として捉えるのではなく、積極

的にこの硬くなる性質を生かして、スプーンやフォー

ク型に硬く成形したプラスティク代替品を開発するこ

とを試みました。スプーン型金型の成型加熱器具を

調達し、水分量、添加物を変えることにより、米粉成

型スプーンが使用に耐えられる強度になる条件を検

討しました。 

図3. 酒米米粉を利用したプラスティク代替品 

  

3-2. バイオミメティクス技術による米粉スプーンへの

撥水効果の付加  さらにバイオミメティクス (生物機

能模倣工学)の技術を取り入れて、米粉スプーンの表

面に撥水性を持たせることも試みました。蓮の葉の表

面はミキロン単位の突起状構造になっており、この構

造が撥水作用を示すことがわかっているので、米粉ス

プーンの表面に同様の突起構造を付加することを試

みました。 

図 4. スプーン成型器具(左)ハスの葉の構造と撥水効果(右) 

 

4. バイオプラスティクの開発 

プラスティク環境問題に取り組むために、私た

ちのゼミの主旨に賛同していただいた地域プラス

ティク成型企業株式会社セイホーさんと連携する

ことができました。そして、酒米米粉から生分解性

のバイオプラスティクを開発することを試みてい

ます。セイホーさんでは、これまでに米国の企業か

らジャガイモのデンプンから調製したバイオプラ

スティク素材を輸入して、バイオブラスティク成

型製品を製造されています。具体的な製品として

蜂蜜メーカー用の専用スプーンの製造などが行わ 

れています。セイホーさんと打ち合わせを行い、酒

米米粉デンプンでも同様にバイオプラスティク 

素材ができる可能性を見出しました。そこで、ジャ

ガイモ・デンプンのバイオプラスティクティク素

材を提供していただき、それをモデルとして米粉 

図 5. (A, C) ジャガイモデンプン・バイオプラスティク素材 (B) ジャ

ガイモデンプン・バイオプラスティクのスプーン (C) 酒米米粉バイ

オプラスティク 素材試作品 

デンプンを加工してバイオプラスティク素材を調

製する基礎実験を行いました。 

 

5．広告活動と観光事業への展開 

5-1. 八王子飲食店との連携 これまでに開発た酒

米米粉のスイーツ・チョコブラウニーの試供をお

願いしている連携店や高尾の天狗の酒造メーカー

舞い姫の八王子直営店”蔵人舞姫”と連携して、

プラスティク代替製品、バイオプラスティク製品

の試供そしてアンケート調査を実施する計画を進

めています。八王子産米から造った吟醸酒”高尾

の天狗”, その酒米米粉のスイーツそして酒米米

粉プラスティク代替製品の 3 点セットの可能性を

探ります。 

5-2. 観光事業との連携 帝京大学観光経営学科小

笠原ゼミと連携して、定期的な打ち合わせを行

い、MICE などの観光事業を通して学生のアイデア

で積極的にプラスティク問題に取り組む八王子を

アピールすることを進めています。 

 

6．まとめと八王子の農工商産業界への提案   

髙尾の天狗を製造する過程で発生する副産物・

酒米米粉の性質を利用してプラスティク代替品の

開発とバイオプラスティク開発の基礎研究を実施

しました。そして製品化できる可能性が示されま

した。これを次年度に向けて具体的に製品化する

ために新たな地域の関連企業、農業、飲食業、観

光業への協力のお願いと、そして、それを基盤と

する食品ロス、プラスティク環境問題に取り組む

広い分野が融合した八王子独自の新複合領域的事

業を提案します。 
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の酒米米粉を使った
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NPO法人はちぷろコラボ製品

“髙尾の天狗”
チョコブラウニー

AJIADO
純米吟醸

� ����������
�.�
����1

� �������2��
�	
�.�
��

�1

(A) 

(C) (D) 

(B) 


